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農業における寡占の計量的分析の

　　　実行可能性に関する一考察

松田　敏信
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はじめに

早見淳之氏の双方寡占下における加工用青果物市場の分析

浅見氏の論文に対する疑問点

C．A．Durham氏とR．　J．　Sexton氏の加工用トマト市場の買い手寡占分析

伊藤房雄氏の農薬産業の寡占化における農薬価格の分析

結語

1　はじめに

　一般にわが国の農業においては、小農による小商晶生産農業が主流であり、農産

物の差別化も他産業に比して進んでいないため、農産物の生産構造の局面において

は独占的要因はほとんどなく、儂業において（寡占の）近い将来における爵現を

予想することは困難」Dであり、　「独占の存在は遠い将来においてもなお否定的」

2）と言われている。しかし、市場構造についてみると、程度の差こそあれ、流通段

階・需要段階において何らかの形で競争が制限を受けている。特に、撫工用農産物

市場では、農家、消費者の数に比べて、癩工業者の数が少ない。更に多くの加工用

農産物は工業製晶に比べて傷み易く、またかさばるために輸送費がかさむという制

約から、市場が地理的に分断されている場合が多く、実際には農家は少数の煎工業

者に直面している3）と：想定される。その申でも、政府の価格支持及び農協の介在の

影響を受けない加工溺青累物の市場は、買い手寡占によって特徴づけられるといえ

る。生食用青果物はせり取引を中心として主に卸売市場で取引されるのに対して、
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加工朋青果物は生産者と加工業者との間で直接契約が結ばれている場合が多い4）た

めである。

　加工用青果物市場が買い手寡占的である場合、どれほどの買い手独占力が存在し、

買い上げ価格及び生産者の経済厚生にいかなる影響を及ぼしているのかが聞題とな

る。

　また、農産物生産費の：大きな部分を占める農業資材の市場に目を陶けると、わが

国は国際的にみて相対的に生産費が高いが、農業資材価格が相対的に高いことがそ

の要因の一つである。資材価格の形成はそれぞれの資材産業の構造、流通の構造に

依存するが、資材産業の寡占構造が資材価格を引き上げている有力な候補と考えら

れる。というのは、寡占は現代経済における中心的な市場構造であり5＞、農業資材

産業もその例外ではないと考えられるからである。

　本稿は、農業生産者を取りまく不完全競争市場として、舶工用綿塵物市場及び農

業資材市場について、両市場の寡占状態を取り扱った文献をサーベイし、農業及び

その関連産業の寡占の存在とその弊害を実証的・計量的に分析すること：の可能性を

考察することを課題とする。

2　浅見淳之氏の双方寡占下における加工用青果物市場の分析6）

　臼本における加工用農産物の買い手寡占市場を経済学的に分析した研究は、これ

までほとんどなされてきていない。その中で浅見淳之氏は、生産組合（売り手）と

加工業者（買い手〉の間の双方寡占を前提とし、加工用青果物市場における売り手

・買い手間の取引様式の形成や交渉による取引様式の決定について、缶詰め用アス

パラガス・加工用スイートコーン等を事例として、ゲームの理論を用いて理論分析

を行い、更に回帰分析により、交渉力及び取引費屑の大きさを計測した。

　氏は、加工用青果物の取引を、同…の取引相手と長期にわたり反復的に契約が繰

り返されている「継続的取引」であるとし、契約の際に「交渉」が取引条件決定の

最大要因であることに注蟹して、売り手間及び買い手閥の競争といった市場の水平

的側薩だけを扱っていた従来の農産物市場研究に対して、売り手と買い手の間の交

渉という市場の垂直的側藺の分析を試みている。

　以下、重要と思われる点について論旨を紹介する。
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！）市場の垂直的側面に関する考察

　まず、理論函での予備的考察として、加工粛青果物市場において双方不完全競争

を想定し、加工用青果物は場所・物的資産・人的資源・投資の特化性が高いために

継続的取引の採用により取引費用の飾約が図られるとしている。また、双方寡占の

もとでは、特化している取引相手だけでなく、常に次善の取引相手（セカンドベス

ト）を意識していて、売り手と買い手の間の交渉だけでなく、競争におけるセカン

ドベストに注目することが必要であるとしている。

　双方不完全競争下の加工用青果物市場において、売り手生産者と買い手加工業者

がそれぞれ唯一であるような独占或いは買い手独占は稀であるので、一般的な市場

構造として双方寡占を想定している。つまり、今一原料を生産する複数の農家生産

組合等と、同一製晶を生産する複数の加工業者が直面している市場である。

　交渉という売り手と買い手の間の駆け引きの問題を市場の垂直的側面として捉え、

契約時の交渉における交渉妥結点の決定の過程を、ゲームの理論を用いて理論的に

分析し、機会主義の問題を考慮に入れながら、加工用青果物市場における継続的契

約の形成及び加工用青果物の契約生産における交渉妥結・価格決定のメカニズムを

を説明している。

　継続的契約についての理論分析では、簡単化・明瞭化のため、売り手と買い手の

利害が対立するような価格交渉を対象とし、実際例として、生産組舎と加工業者が

双方寡占を形成している、十勝管内の加工用スイートコーンを取り上げている。加

工用スイートコーンに限らず、加工用青果物の売り手と買い手は、いわゆる「囚人

のジレンマ」の状態にあるため、仮に（継続的でない）スポット的な契約を行うな

らば、双方にとってセカンドベストとの契約が成立してしまうので、継続的契約を

採用することにより機会主義をとりにくくし、その結果ベスト忠士の取引により、

双方がスポット的契約よりも高い収益を挙げられると分析している。

　機会主義は取引費用を発生させ、更に、双方にとって不利益なセカンドベストと

の取引のみをもたらす。その機会主義を防ぎ取引費用を節約して、ベストと：の契約

を実現するために、また、交渉の頻度の減少による取引費絹の更なる節約のために、

継続的契約が行われると説明している。

　交渉妥結・価格決定のメカニズムについては、妥結点の決定を、セカンドベスト

との相対酌な関係で生じる相対的交渉力と、セカンドベストとは無関係な、当事者

が本来持っている発言力である絶対的交渉力とに分けて、ナッシュ理論を用いて説

明している。その結果、生産組合と加工業者のうち、それぞれのセカンドベストの
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取引相手に対して期待される収益の大きい方が、相対的交渉力が大きい、すなわち、

交渉において有利な立場をとれると分析している。また、業者が組合に技術指導を

行っていたり、助成金を与えたりしている場合には、組合の業者に対する依存度は

大きく、業者の発言力は強くなり、逆に、製品の品質が生産者の栽培技術に大きく

左右される場合等は、組合の発書力が強くなる。更に、このようなセカンドベスト

とは関係ない、組合或いは業者に固有の発言力を、相対的交渉力に対して絶対的交

渉力としている。

2）実証的分析

　まず、継続的契約が形成される前提条件を、統計的に分析している。加工場は主

にそれぞれの地域において取り引きしているので、生産者は少数の加工場と取り引

きしており、また加工場も農協・集出荷業者等の組織と取り引きずる割合が高く、

地域的に売り手・買い手間の双方寡占市場が形成されていると詣摘している。従っ

て、機会主義を圏避するため、農家・農協等と加工業者の間では継続的な契約生産

が行われ、集出荷業者と加工業者の問では継続的取引が形成されることになると述

べている。

　次に、実証分析としての計測では、以下のような交渉力計測式及び反応度計測式

を用いて、加工業者・生産者の交渉力及び取引費用の大きさを計測している。．

　　交渉力計測式

　　　10gQt罵lo9（起。÷α110憂ζBt＿葉÷α210憂ζSt寺v

　　反応度計測式

　　　｛（Qt－Qt＿1）／Qt＿1｝鷲βo＋β1｛（B亀一Bt＿韮）Bt＿1｝÷v

ここで、各聖目について、Qtは醐の加工用青果物取引量、　Stはも期の生産者の同晶

目の収穫量、B，はも期のその晶目から製造される撫工業者の製品売上量、　vは誤差項、

αi、β1（i・o，L2）は推定するパラメーターである。α1は加工業者の交渉力の影

響度、α2は生産者の交渉力の影響度を表す。また、製晶売上量変化率に対する原料

取引量変化率の勾配が大きいほど、反応がスム～ズで取引費用が小さいという観点

から、β！は反応度を表すとしている。

　交渉力計測式の計測結果から、カ1王工業者・生産者の一方もしくは両者の要求は交

渉力を通じて、交渉妥結点である取引量に影響を及ぼしていると結論づけている。

また、反応度計測式の計測結果から、農家及び農協等と加工業者との直接取引によ

る場合には、契約生産であり交渉がやや手遠取るために、取引費期がやや大きくな
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り、逆に集出荷業者や卸売市場を介する問接取引様式では、加工業者の都合で取引

：量を容易に変えられるので、取引費用があまりかからないと分析している。

3　浅見氏の論文に対する疑問点

　継続的契約における交渉妥結点の理論的分析で、ナッシュ理論を用いて相対的交

渉力と絶対的交渉力をそれぞれ説明しているが、実証における回帰分析においては、

交渉力を相対的交渉力と絶対的交渉力に分離せずに計測している。これは、理論分

析では交渉力を両者に分離して説明する方が理論が簡単化・明確化され、実証分析

においては分離して計測することが技術的に不可能であるからである。しかし、こ

のように理論と実証において異なったアプローチをとっているために、実証分析と、

本来なら実証の予備的考察となるべき理論分析との間のつながりが今一つ弱い印象

を受ける。

　更に、理論分析では交渉妥結点の決定に説明の重点がおかれているが、回帰分析

法を用いた計量分析では、取引量と収穫量、売上量との相関関係により交渉力の影

響度を、取引量の変化率と販売量の変化率との相関関係により反応度を計測してい

る。つまり、理論的分析において強調された交渉妥結点の決定は実証分析において

は直接的に問題とならないのである。計測モデルが理論をその一部として含むもの

でないために、理論と実証との関連が弱くなってしまったものと思われる。

　また、反応度の計測結果から、生産者と加工業者との直接取引による契約生産よ

りも、集出荷業者や卸売市場を介する問接取引様式による方が取引費用がかからな

いと分析しているが、これは取引費用節約のために継続的契約が形成されるという

理論的分析による説明と矛盾する。これは、ここで示されているような反応度計測

式で取引費用の大きさを計ろうとしたことに原因があるのではないであろうか。販

売量の変化率と取引暴の変化率との線形の相関関係は確かに販売蟻に対する取引最

の反応度の指標となるが、この反応度は取引費用の一部を反映しているに過ぎない。

つまり、加工業者の都合で取引量がどの程度容易に変えられるかどうかを表すもの

であって、理論分析において最も強調された点一継続的契約による、交渉・調整の

際の取引費用の節約一を測ることはできないのではなかろうか。仮に計測できるな

らば、継続的契約一農家・農協等と加工業者との直接取引一において、取引費用が

相対的に小さくなるはずである。
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4　C．A．Durha餓氏とR．」．Sexto紙の加工用トマト市場の買い手寡占分析7）

　C．A．　Durha組氏とR．　J．　Sextor1氏は、加工業者が直面している臓差供給」　（resid－

ual　supply）　（ライバル業者の需要が明らかになった後に、加工業者が直薗する原

料農産物の供給）関数を用いて実証モデルを構築し、：カリフォルニアの加工用トマ

トの市場について、僅かながら買い手独占力が潜在していることを分析した。　「残

差供給」の推計には、地元企業による擁工量と地元外への移出量を区度して把握す

る必要があるため、宿外へ移繊する際に発行される「検査状」　（inspections　ir

voice＞を入手し、データとして使用している。この論文の実証分析においてはデー

タとして「検査状」が不可欠であり、通常企業秘密に該当するこのようなデータを

条件付きながら入手できたことが、実証の成立にとって決定的であったといえる。

逆に、通常はこの種のデータは入手しがたいものであるから、その際にはこのモデ

ルの適用も困難になる。

5　伊藤房雄氏の農薬産業の寡占化における農薬価格の分析8）

　伊藤氏は、わが国の農薬産業の寡占構造が農薬価格の引き上げの一因となってい

るという視点から、農薬産業の構造および農薬の流通構造を統計的に分析し、農薬

産業では特許制度等のため独占価格が形成され易いこと、また農薬輸嵐産業および

国内原体産業において寡占構造が形成されていることを指摘し、更に農薬価格の引

き上げを抑える因子として、農薬メーカーと実需者団体である全農との価格交渉が

重要であり、農薬産業が寡占化を強めている下で、全農の取引高シェアの拡大が価

格引き上げの抑制に最も実効的であると結論づけている。

　氏の分析では、主に農協の農薬関係の資料を中心に、統計的把握による寡占の構

造分析が行われているが、計量分析にまでは踏み込んでいない。農業資材産業一般

に言えるように、商系が絡む場合には「企業秘密」の壁の存在9）のために流通構造

に関するデータの入手が制約を受けているために、計量による寡占の行動分析、寡

占の下での農薬価格形成の分析は難しいのではなかろうか。
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6　結語

　農業における寡占市場を扱った研究として、売り手と買い手の間の双方寡占を想

定し加工用青果物市場の交渉に焦点を当てた浅見氏の論文、　ギ残差供給」関数によ

リアメリカの加工用トマト市場の買い手独占力を計測し、潜在的買い手寡占の検証

を行ったC．A．　Durha田面と盆．　J．　Sextoa氏の論文、および農薬産業の寡占構造に注目し

て農薬価格の形成を分析した伊藤氏の論文を大雑把にサーベイし、擁工用農産物市

場と農産物資材産業における寡占に面する計量的分析の実行可能性について若千の

検討を行った。

　浅見氏の論文は、分析用具としてゲームの理論を援用しながら、農産物市場の垂

直的側面を特に取引費用論を援用して産業組織論的に分析し、理論分析の自己完結

にとどまらず、実証分析にまで発展させようとした先駆的研究として注昌されるが、

理論分析と実証分析との問に乖離がみられ、そこから両分析の結論の間に矛盾が生

じており、ゲームの理論を用いて計量的実証を行うことの難しさが感じられる。

　氏の論文は寡占を前提とした交渉の分析が主題であって、寡占そのものに焦点を

当ててはいないが、寡占の分析もゲームの理論の枠組みで行われることが多いので、

ゲームの理論の計彙分析への適用可能性を考える上でこの論文の検討は有効である

と考える。

　C．A．跳rha餓氏とR．」．　Sexton氏の論文における実証分析に関しては、関数の推計の

際に必要なデータが通常は入手しがたい類のものであり、両氏のモデルはこのよう

なデータが入手できた場合に限られるので、実際の適用に際しては非常に制約の多

いものになることを指摘した。

　また伊藤強の論文では計蚤的な分析は行われておらず、この論文だけからは計量

分析の可能性を判断することはできないが、各企業別のデータは企業秘密に該当す

るためほぼ入手不可能なので、それ以外の虫垂的なデータの範囲での分析に限られ

るであろう。

　以上から、農業における寡占を扱った計髭分析の実行可能性にとって、理論を計

量モデルに組み込み理論と実証とを整合させること、およびモデルに必要なデータ．

を入手することが挙げられるが、後者については、個甥企業レベルでのデータが必

要になるようなモデルはデータの入手困難性により適用が難しいといえる。
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